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図１は、「学習の中でＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ

機器を使うのは勉強の役に立つと思いますか」の回答

と教科の平均正答率との相関図です。「役に立つと思

う」と回答した児童と、「どちらかといえば役に立たな

い」と回答した児童の正答率に大きな差がありません。 

しかし、学習の中でＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ

機器を使うことは、勉強の「役に立つと思う」「どちら

かといえば役に立つと思う」と感じている児童の割合

は、昨年に引き続き９割を超えています（図２）。特に

「役に立つ」と回答した児童の割合は、増加傾向にあり

ます。ＩＣＴ機器がより多くの場面で活用されていた

り、個の問いや願いに応じて使用されたりしているこ

とが推察されます。 

このことから、ＩＣＴ機器活用と平均正答率の相関

には、今後も注意深く分析していく必要があります。 

 

 
 

図３は、「国語の授業で、立場や考えの違いを意識し

て話し合い、自分とは違う意見を生かして自分なりに

考えをまとめていますか」の回答と教科の平均正答率

との相関図です。 

 自分とは違う多様な考えを受け入れながら、自分の

考えと比較検討し、自らの考えを再構築してまとめて

いる児童は、国語では７０ポイントを超える正答率と

なっています。一方で「当てはまらない」と回答した児

童の正答率は、国語も算数も５０ポイント台となって

います。 

児童の思考力・判断力・表現力を育むにあたり、児童が他者と関わりながら自分とは違う立

場や考えを意識し、自分の考えを深めていく必要があります。そのために、特に次の３点を意

識して授業改善を進めることが大切です。 

・問いや思い、願いに基づいて一人一人が課題意識をもてるように導入場面を工夫する。 

・一人一人の学びを見取って適切に支援しながら展開を工夫する。 

・新たな学びにつながるように、終末場面の振り返りを工夫する。 

図４は、「自分と違う意見について考えるのは楽しい

と思いますか」の回答と教科の平均正答率との相関図

です。「当てはまる」と回答した児童の正答率は、「当て

はまらない」と回答した児童と比較すると、国語で１

４ポイント、算数で１７ポイント以上高くなっていま

す。このことから、他者との協働を通して、自分と違う

意見に触れ、多面的・多角的に考えることが学力向上

につながると考えられます。 
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図２ 「学習の中で PC・タブレットなどの ICT 機器を使う

のは勉強の役に立つと思いますか」の回答  
他者との協働 

図１ 「学習の中でPC・タブレットなどの ICT機器を使うの

は勉強の役に立つと思いますか」の回答と平均正答

率の相関 

図３ 「国語の授業で、立場や考えの違いを意識して話し合

い、自分とは違う意見を生かして自分なりに考えをま

とめていますか」の回答と平均正答率との相関 

図４ 「自分と違う意見について考えるのは楽しいと思い

ますか」の回答と平均正答率との相関 
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図５は、「学級の友達との間で話し合う活動を通じ

て、自分の考えを深めたり、広げたりすることができ

ていますか」の回答と教科の平均正答率との相関図で

す。「当てはまる」と回答した児童の正答率は、「当て

はまらない」と回答した児童と比較すると、国語、算

数ともに１０ポイント以上高くなっています。単に他

者の考えを聞くだけでなく、自分の意見との違いを明

確にすることを通して、自分の考えを再構築すること

が思考力を高めることにつながると考えられます。 

 

 

 図６は、「５年生までに受けた授業では、課題解決に

向けて、自分で考え、自分から取り組んでいましたか」

の回答と各教科の平均正答率との相関図です。「当ては

まる」と回答した児童の正答率は、「当てはまらない」

と回答した児童と比較すると、国語では２３ポイント、

算数では３０ポイント以上も高くなっています。正答

率の高い児童の方が、自分で考え、自分から取り組ん

でいることが分かります。 

また、図７の「学習した内容について、分かった点

やよく分からなかった点を見直し、次の学習につなげ

ることができていますか」の質問についても、「当ては

まる」と回答した児童の正答率は「当てはまらない」と

回答した児童の正答率より、特に算数では２５ポイン

ト以上高くなっています。 

児童が課題解決に向けて自分で考え、自分から取り

組んだり、学習した内容を見直して次につなげたりす

ることで、資質・能力が育成されていくものと考えま

す。 

 

 
 

ＧＩＧＡスクール構想によって１人１台端末環境が整備され、９割近い児童が、ＩＣＴ機器

の活用は役に立ち、楽しいと感じています。一方で、「児童が自分の特性や理解度・進度に合わ

せて課題に取り組む場面では、児童一人一人に配備されたＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器

をどの程度使用させていますか」という質問に対し、学校が「ほぼ毎日」「週３回以上」と回答

した割合は、全国と比較すると約２３ポイント低くなっています。児童の期待や願いに沿って、

ＩＣＴ機器も活用する授業づくりを進めていく必要があります。 

また、質問紙への回答状況から、個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実を目指すこ

とが大切であると言えます。児童が学習進度や課題などを選択できるようにしつつ、互いに学

び合う環境を構成することも大切です。共同で作成・編集を行う活動や、多様な意見を共有し

つつ合意形成を図る活動等、児童自身が他者と交流を通して自分の考えを広げ深めることがで

きるよう支援していく必要があります。 

図６ 「５年生までに受けた授業では、課題に解決に向

けて、自分で考え、自分から取り組んでいました
か」の回答と平均正答率との相関 

 
課題解決に向けて、自分で考え自分から取り組もうとする態度 

総 括 

図７ 「学習した内容について、分かった点やよく分から

なかった点を見直し、次の学習につなげることがで

きていますか」の回答と平均正答率との相関 

図５ 「学級の友達との間で話し合う活動を通じて､自
分の考えを深めたり､広げたりすることができて

いますか」の回答と平均正答率との相関 
 


